
数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分1
【例題 01】 

【例題 02】 
4 3 2y x 2x 3x 2x 1= + − − + のグラフと 2 点で接する直線の方程式と，接点の座標を求めよ。 

久留米 2012 

【例題 03】
0

2
1

x a dx−∫ は， a = のとき最小。 



数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分2
②1-標-1

 3 次関数 ( ) 3 2f x x ax bx c= + + +  が x =α  で極大値， x =β  で極小値をとり， 

( ) ( ),f fγ = α γ α?  とする。 

（1） ,a b  を ,α β  で表せ 

（2）( ) ( ):γ−β β−α を求めよ。 



数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分3
②1-標-2

xy 平面上の放物線
2y x= を C で表す。 

  平面上の( ),a 5  を通る C の法線が 3 本存在するとき， a  の値の範囲を求めよ。 



数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分4
②1-標-3

 4 次関数 ( ) 4 2f x ax bx c= + + が ( )
1

0

1
x f x dx

6
=∫ をみたし，さらに任意の 2 次関数 ( )g x に対し

てつねに ( ) ( )
1

1
f x g x dx 0

−
=∫ であるとき， ,,a b c の値を求めよ。 



数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分5
②1-標-4

(1) ( )3 2y 12x 12 2 k x 24kx= − + + ( )k 0> と， x 軸とで囲まれた部分の面積の総和 S を求めよ。 

(2) (1)で求めた S の最小値を求めよ。 



数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分6
②1-標-5

x 0≦ において定義された関数 ( )
x 1

2

x
f x t 2t dt

+

= −∫ がある。 

(1) ( )f x を求めよ。 

(2) ( )f x を最小にする x の値を求めよ。 



数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分7
②1-発-1

 実数 a に対して， ( ) 3f x x 3ax= − ， ( ) ( )( )g x f f x= とおく。方程式 ( )g x 0= が相異なる９個の

実数解をもつような a の範囲を求めよ。 



数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分8
②1-発-2

 3 次関数 ( ) 3 2h x px qx rx s= + + + は次の条件(ⅰ)，(ⅱ)を満たすものとする。 

   (ⅰ) ( ) ( ),h 1 1 h 1 1= − =−

   (ⅱ) 区間 1 x 1− < < で極大値 1，極小値 1− をとる。 

 このとき， ( )h x を求めよ。 



数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分9
②1-発-3

c を正の実数とし， ( ) ( ),3 2 3 2f x x 3x g x x 3x c= + = + + とする。直線 l は点 ( )( )P ,p f p で曲線

( )y f x= と接し， ( )( )Q ,q g q で曲線 ( )y g x= と接する。 

(1) c を p で表せ。 

(2) 直線 l と曲線 ( )y f x= の P 以外の交点を Rとする。２つの線分の⻑さの⽐ PQ：QR を求めよ。 



数学るるる②１ 数学Ⅱの微分積分10
過去問めぐり 北里大学 

【例題 04】



数学るるる ②２ 図形と方程式1
②2-標-1

 座標平面上に定点 A( ),a a がある。ただし， a 0> とする。 

（1） y 2x= に関して点 A と対称となる点 B の座標を求めよ。 

（2）
1

y x
2

= に関して点 A と対称となる点 C の座標を求めよ。 

（3）点 P は直線 y 2x= 上に，点 Q は直線
1

y x
2

= 上にあり，3 点 A，P，Q は同一直線上にないとす

る。このとき，△APQ の周の⻑さを最⼩にする点 P と Q の座標を求めよ。 



数学るるる ②２ 図形と方程式2
②2-標-2

 座標平面上の点 P( ),x y について，
( )

, 22

2
2 t 1

x y
t 1 t 1

+
= =

+ +
が成り立つとする。 t が t 1≥− を満た

す実数値をとって変化するとき，点 P の軌跡を求め，それを図示せよ。 



数学るるる ②２ 図形と方程式3
②2-標-3

 点 P( ),x y が
2

2 2

2

x y 1

x y 2

 + >
 + ≦

 を満たして動くとき，点 Q( ),x y x y+ −  の描く図形を図示せよ。 



数学るるる ②２ 図形と方程式4
②2-標-4

,x y が実数で，
2 22x 3xy 2y 1+ + ≦ をみたすとき， x y xy+ + のとり得る値の範囲を求めよ。 



数学るるる ②２ 図形と方程式5
②2-発-1

⻑さ lの線分が，その両端を放物線
2y x= の上にのせて動く。この線分の中点 M が x 軸にもっとも近

い場合の M の座標を求めよ。ただし， l 1≧ とする。 



数学るるる ②２ 図形と方程式6
②2-発-2

放物線
2y x= 上の点 P( ),2t t において，放物線

2y x= と共通接線をもち，半径が
21 4t+ の円を考

える。変数 t が正の実数全体を動くとき，この円の中心の軌跡を求め，これを図示せよ。 



数学るるる ②２ 図形と方程式7
②2-発-3

,x y が 2 つの不等式 , 2 1
x 2y y x 3x

4
≤ ≤− + − を満たすとき， 

2

2

2

x

2x 2xy y− +

のとり得る値の最大値，最小値を求めよ。 



数学るるる ②２ 図形と方程式8
②2-発-4

半径 r の円は，連立不等式
( )

2

2

y x

y x 6


 − −

≦

≧
の表す平面上の領域の中を自由に動かすことができる。r の最

大値を求めよ。 



数学るるる ②２ 図形と方程式9
②2-発-5

,α β が ,0
2 2

0
π π

α β≦ ≦ ≦ ≦ を満たして変化するとき， 

sin sin

cos cos2

x

y

 = α+ β
 = α− β

で定まる点( ),x y の存在範囲を図示せよ。 



数学るるる ②２ 図形と方程式10
②2-発-6

t が 0 t 1≦≦ の範囲を動くとき，直線 ( )2 3y 3 t 1 x 2t= − − が通り得る範囲を求め，図示せよ。 



数学るるる ②２ 図形と方程式11
②2-発-7

実数，が    を満たしながら変化するとする。

 ，とするとき，点，の動く範囲を平面上に図示せよ。

 負でない定数をとるとき，  の最大値，最小値をを用いて表せ。



数学るるる②３ 三角関数1
②3-標-1

（1） ( )sin sin cos2 x x 2 x 1 0 0 x 2− − + < π≦ ≦ を解け 

（2）次の連立方程式を解け 

cos sin

cos cos

2x 3 x 1 0

2x 3 x 1 0

 − + ≤
 + − ≥

( )0 x 2< π≦



数学るるる②３ 三角関数2
②3-標-1

,α β は鋭角とする。 

sin sin cos

cos cos sin

2 0

2 0

 α+ β + γ =
 α+ β + γ =

のとき，α =β となることを証明せよ。 



数学るるる②３ 三角関数3
②3-標-2

 △ABC において， 

tan tan tan tan tan tan
A B B C C A

1
2 2 2 2 2 2

+ + =

が成り立つことを証明せよ。 



数学るるる②３ 三角関数4
②3-標-3

 △ABC において， cos cos cos sin sin sin
A B C

A B C 4
2 2 2

+ + − の値は一定値になる。この値を求め

よ。 



数学るるる②３ 三角関数5
②3-標-4

0
2

π
θ≦ ≦

( ) sin cosf 2 6θ = θ + θ ， ( ) cos sing 2 6θ = θ − θ とする。 

（1） ( ) ( ),f gθ θ の最大値，最小値を求めよ。 

（2） ( )
8 2

g
5

θ =− のとき，sinθ を求めよ。 



数学るるる②３ 三角関数6
②3-発-1

 実数 ,x y が
2 211x 12xy 6y 4+ + = を満たしながら動くとき，

2 2x y+ の最大値と最小値を求めよ。 



数学るるる②３ 三角関数7
②3-発-2

(1) sinx 10= °を解とする x の 3 次方程式をつくれ。ただし，
3x の係数は 1 とする。 

(2) (1)の 3 次方程式の残りの 2 解をsin ,sinα β とする。 ,α β の値を求めよ。 

ただし， 90 90− ° <α < β < ° とする。 



数学るるる②３ 三角関数8
②3-発-3

 次の関係を満たす( ),x y の存在範囲を図示せよ。 

( )cos cos cos , ,x y x y 0 0 x 2 0 y 2− + > π π≦ ≦ ≦ ≦



数学るるる②３ 三角関数9
 (j42-1) ○ 



数学るるる ②４ 平面ベクトル1
【例題 01】2011 杏林大学  

 平面上に 3 点 O，A，B があり， | OA | 2


， | OB | 3


，OA OB 2 
 

とする。

| AB | 


ア である。直線AB上に，AB OC 0 
 

となる点 C を取ると，

OC OA OB 
  イ エ

ウ オ
， | OC | 

 カ キ

ク

となる。

AOB の二等分線と線分ABの交点を D とすると，

OD OA OB 
  ケ サ

コ シ
， | OD | 

 ス セ

ソ

である。

 三角形OABにおいて， AOB の二等分線と OAB の外角の二等分線の交点を E とすると，

OE OD
 タ

チ

となる。

 また，点 E を中心とし，線分ABに接する円の半径は ツ テ である。



数学るるる ②４ 平面ベクトル2
②4-標-1

(1) 平面上に△ABC と点 O があり，辺 BC，CA，AB の⻑さをそれぞれ ,,a b c とする。 

 △ABC の内心 I の位置ベクトルを OA OB OC, ,
  

を用いて表せ。 

(2) IA IB ICsin sin sinA B 0C⋅ + ⋅ + ⋅ =
   

が成り立つことを示せ。 



数学るるる ②４ 平面ベクトル3
②4-標-2

 平面上に四角形 ABCD と，この四角形の外部に点 E がある。これらの点から得られるベクトルについ

て，関係式 

AE AD AB2 3 2 0+ + =
   

， ( )EA AB BC DC8 3+ = +
   

が成り立つとき，次の問いに答えよ。 

(1) 四角形 BCDE はどのような四角形か。 

(2) 四角形 ABCD と四角形 BCDE の面積比を求めよ。 



数学るるる ②４ 平面ベクトル4
②4-標-3

 A，B，C は平面上の相異なる 3 点であって同一直線上にはないとする。このとき，その平面上の点 P

で 

PA PA PB PA PC PB PC
2

3 2 6 0⋅ ⋅ ⋅− + − =
      

という関係を満たすものの集合はどのような図形になるかを説明し，かつそれを図示せよ。 



数学るるる ②４ 平面ベクトル5
②4-発-1

 鋭角三角形 ABC の外心を O，垂心を H とするとき，次の(1)，(2)が成り立つことを証明せよ。 

(1) OA OB OCsin si ins n 2 B 2C 02A⋅ + ⋅ + ⋅ =
   

(2) HA HB HCtantan tanB C 0A⋅ + ⋅ + ⋅ =
   



数学るるる ②４ 平面ベクトル6
②4-発-2

 三角形 ABC を考える。辺 CA の A の⽅向への延⻑上および辺 CB の B

の⽅向への延⻑上にそれぞれ接点をもち，さらに AB に接する円の中心を

K とする。また， AB BC CA, ,c a b= = = とする。 

(1) ベクトル AK


を，ベクトル AB AC,
 

および， ,,a b c で表せ。 

(2) さらに平面上に点 O をとり，OA OB OC, ,a b c= = =
    

とする

とき， OK


を , ,a b c
 

および， ,,a b c で表せ。 



数学るるる ②４ 平面ベクトル7
②4-発-3

 △ABC に対し， 

( ) ( ) ( )AB BC CA BC CA AB CA AB BCp = ⋅+⋅+⋅
         

とする。 

(1) △ABC が正三角形ならば， p 0=
 

であることを示せ。 

(2) p 0=
 

ならば，△ABC は正三角形であることを示せ。 



数学るるる ②４ 平面ベクトル8
②4-発-4

 平面上に三角形 ABC がある。実数 t が 0 t 1≤ ≤ の範囲で動くとき， 

( )AP BP CP2t 1 t 0+ + − =
   

を満たす点 P の軌跡を求めよ。ただし， 0


は零ベクトルを表す。 



数学るるる ②４ 平面ベクトル9
②4-発-5

 平面上に 3 つの定点 O，A，B が与えられ，OA＝3，OB＝2，内積 OA OB 2=⋅
 

を満たしている。 

(1) 実数 ,s t が , ,s 0 t 0 0 s t 1≥ ≥ ≤ + ≤ を満たしながら変わるとき， OP OA OBs t= +
  

の終点 P

が動く領域の面積を求めよ。 

(2) 点 P が(1)の領域を動き，点 Q が点 A を中心とする半径 1 の円の周および内部を動くとき，ベクト

ル OR OP OQ= +
  

の終点 R が動く領域の面積を求めよ。 



数学るるる ②５・数列漸化式1
【例題 01】 2014 東京医科大学

数列{ }na を 4
5

1

1
( 1 2 3 )

n

n

k

a k n
n



  ，，， と定める。このとき{ }na は収束し， lim n
n

a


 とすれば

 
カ

キ
である。

さらにこれらの na ，を用いて，数列{ }nb を ( ) ( 1 2 3 )n nb a n n   ，，， と定めれば{ }nb も収束し，

lim n
n

b


 とすれば  
クケ

コ
である。



数学るるる ②５・数列漸化式2
②5-標-1

次の和を求めよ。 

(1) 
( )

n

k 1

1

k k 2= +
∑

(2)  
( )( )

n

k 1

4k 3

k k 1 k 2=

+

+ +
∑



数学るるる ②５・数列漸化式3
②5-標-2

,,,,1 2 3 n から差が 2 以下である任意の異なる 2 数をとり，その積をつくる。それらの積の逆数の

総和を求めよ。ただし， n 4≥ とする。 



数学るるる ②５・数列漸化式4
②5-標-3

 数列{ }na が初項 1，公比 2 の等比数列であるとき，次の和を求めよ。 

(1) 
n

k
k 1

k a
=

∑

(2) 

n
2

k

k 1

k a
=

∑



数学るるる ②５・数列漸化式5
②5-発-1

 いくつかの連続な自然数の和が 500 であるとき，この連続な自然数を求めよ。 



数学るるる ②５・数列漸化式6
②5-発-2

 ある会社の社員の定年退職の時期は規定の年齢に達した年の年度末である。その会社の社員が定年退

職時に元利合計が Q 万円となるように，定年退職の年度を含め毎年度末に， a 万円ずつ m 回貯金する。

また，退職後は毎年度末に b万円ずつ n 回引き出し，n 年目の年末で預金残高がちょうどなくなるように

する。年利率 r ，1 年ごとの複利計算をするものとして，次の問いに答えよ。 

(1) a を ,,Q r m で表せ。 

(2) bを ,,Q r m で表せ。 



数学るるる ②５・数列漸化式7
②5-発-3

 数列 , , ,21 nx x x は n 個の自然数 ,, ,1 2 n  を並べかえたものである。 

(1) ( ) ( )
n n

22

k k

k 1 k 1

x k x n k 1
= =

− + − + −∑ ∑ を n の式で表せ。 

(2) ( )
n

2

k

k 1

x k
=

−∑ が最大となるように , , ,21 nx x x  の並べ方を定めよ。 



数学るるる ②５・数列漸化式8
②5-発-4

(1) 実数 ,i ix y を係数とする n 個の t の 2 次式： 

( ) ( ),, ,
2 2 2 2

i i i i i ix nt y x t 2x y t y i 1 2− = − + =  を用いて， 

不等式：

2n n n
2 2

i i i i

i 1 i 1 i 1

x y x y
= = =

        ≤              
∑ ∑ ∑  が成り立つことを示せ。 

(2) 実数 , , , ,2 3 4 51a a a a a が 

2 3 4 51a a a a a 10+ + + + = ， 2 2 2 2 2
2 3 4 51a a a a a 25+ + + + =

を満たすとき， 5a の最大値を求めよ。 



数学るるる ②５・数列漸化式9
②5-標-4

 数列{ }na の初項から第 n 項までの和 nS が次の条件を満たすものとする。 

( )=1,   n 1
n1 n 1S S 3S 2 1 n 1+

+ − = − ≥

このとき，一般項 na を求めよ。 



数学るるる ②５・数列漸化式10
②5-発-5

数列{ }ka が ( ) ( ), k1 k 1a 1 k 2 a k 1 a −= + = − ( ),,k 2 3=  で定められている。 

n

n k

k 1

S a
=

=∑ を求めよ。 



数学るるる ②６ 空間ベクトル1 
②6-標-1 

 法線ベクトルが  ,,p 1 2 1 


である平面鏡に，光線がベクトル  , ,q 2 1 2 


の方向で
入射している。反射光線の方向の単位ベクトルを求めよ。 
 

 

 

 
  

http://www.skycom.jp


数学るるる ②６ 空間ベクトル2 
②6-標-2 

 O1を中心とする球面 1S とO2を中心とする球面 2S の方程式がそれぞれ次のように与えら
れている。 

 

2 2 2

2 2 2

x y z 6x 18y 6z 50 0

x y z 2x 34y 10z 194 0

              
 

また，これらが交わってできる円をCとする。 
(1) 円Cの含む平面αの方程式を求めよ。 
(2) 円Cの中心O3の座標，および円Cの半径を求めよ。 
 

 
 
 
  

http://www.skycom.jp


数学るるる ②６ 空間ベクトル3 
②6-発-1 

 四面体 OABC の辺 OA，OB 上にそれぞれ点 D，E をとる。ただし点 Dは点 A，Oとは
異なり，AEと BDの交点 Fは線分 AE，BDをそれぞれ 2：1，3：1 に内分している。また
辺 BCを :t 1  t 0 に内分する点 Pをとり，CEと OP の交点を Qとする。 
(1) OF


を OA OB, ,

 
を用いて表せ。 

(2) OQ


を OB OC, ,t
 

を用いて表せ。 
(3) 直線 FQと平面 ABCが平行になるような tの値を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
  

http://www.skycom.jp


数学るるる ②６ 空間ベクトル4 
②6-発-2 

 四面体OABCがあり，∠AOB＝∠AOC＝90°，∠BOC＝60°，辺OA，OB，OCの長
さはそれぞれ , ,a a 2である。このとき，点Oから三角形 ABCを含む平面に下ろした垂線
とその平面の交点を Pとするとき，Pが三角形 ABCの内部（辺上を含む）にあるためのa

の条件を求めよ。 
 

 

 

 

 
 
 

  

http://www.skycom.jp


数学るるる ②６ 空間ベクトル5 
②6-発-3 

 点 O を原点とする座標空間内に 3点      A B C,, , ,, , ,,2 1 2 6 2 2 5 7 5 　がある。 
(1) B，Cから直線OAに引いた垂線の足H，Kの座標を求めよ。 
(2) 点 P が直線OA上を動くとき，BP＋CPを最小にする Pの座標を求めよ。 
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数学るるる ②６ 空間ベクトル6 
②6-発-4 

 
 
  

http://www.skycom.jp


数学るるる ②６ 空間ベクトル7 
②6-発-5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

http://www.skycom.jp


数学るるる ②６ 空間ベクトル8 
②6-発-6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

http://www.skycom.jp


数学るるる ②６ 空間ベクトル9 
②6-発-7 
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数学るるる②７ 数列の応用1 

② 標

 

 

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用2 

② 標

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用3 

② 標

 

 

 

 

 

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用4 

② 発

,n na b は ,,,
n

n na b 3 2 3 n 1 2 3 を満たす整数の数列とする。 

(1) すべてのn について，
n

n na b 3 2 3 が成り立つことを示せ。 

(2) すべてのn について，
2

na 1が 3 の倍数であることを示せ。 

(3) 
n

2 3 は，ある正の整数Aに対して， A A 1 の形をしていることを示せ。 

 

 

 

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用5 

② 発

sin sin cos sin sin cos
,

cos cos cos cos cos

2

2 3

2 2 3 4 1

2 2 1 3 4 3
 

のように， sin ,cos ,,,n n n 2 3 4 はそれぞれ適当な多項式 ,n nP x Q x を用いて， 

 
cos

co

sin n

os

si

s c

n

n

P

n

n

Q
  

と表せることを証明せよ。 

 

 

 

 

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用6 

② 発

 １つの円にn 本の弦を，どの 2 本も円の内部で交わり，どの 3 本も 1 点で交わらないよう

に引き，円の内部をいくつかの領域に分割する。このとき，多角形になる領域の個数と，多

角形にならない領域の個数を求めよ。 

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用7 

② 発

  n 項 2n≧ からなる数列 na は各項が 0 または 1 であって，連続するどの 3 項の中にも

0 も 1 も少なくとも 1 個は現れるとする。この数列のうち，最後の 2 つの数字が同じである

数列の個数を
nx ，最後の 2 つの数字が異なる数列の個数を

ny とする。 

(1) 
n 1x と

n 1y を
nx と

ny で表せ。 

(2) n nx ry が公比 r の等比数列となるようなr の値を全て求めよ。 

(3) 数列 na の個数
n n nS x y を求めよ。 

 

 

 

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用8 

② 発

 二辺の長さが 1 と 2 の長方形のタイルがある。縦 2，横n の長方形の部屋をこのタイルで

過不足なく敷き詰めるときの並べ方の総数を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用9 

② 発

 整数からなる数列 na を漸化式 

 
,

( ,, )

21

n 2 nn 1

a 1 a 3

a 3a 7a n 1 2
 

で定める。 

(1) 
na が偶数となるn を決定せよ。 

(2) 
na が 10 の倍数となるn を決定せよ。 

 

 

 

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用10 

② 発

x の整式 ,,,nf x n 1 2 3 を ,
1

2

n1 n 1
0

2 1
f x 3x f x x x f x dx

3
で定める。こ

のとき，
nf x を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用11 

② 発

 整式の列 , , ,2 31f x f x f x が，関係
2

1f x x x 2 ， 
x

nn 1

2 3 4

0
x f x 2x x tf t dt ,,,n 1 2 3 で定義されている。 

(1) 
nf x の次数を求めよ。 

(2) 
nf x を求めよ。 

 



数学るるる②７ 数列の応用12 

②7-SP-3  (s32-2) 

 
 

 

  



数学るるる②７ 数列の応用13 

②7-SP-12  

 
 



数学るるる②８ 指数対数関数1 

【例題 01】（久留米 2002） 連立方程式 

log2

y

x y 5

x 2 6 2
 

を解くと，x  ① ，y  ② となる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例題 02】（2012 昭和） 

x 0，x 1のとき，
log log2 3

1 3
1 0

x x
を満たすx の範囲を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

  



数学るるる②８ 指数対数関数2 

【例題 03】（2013 昭和） 

   不等式9a b， log log 4

a bb a 3 をすべて満たす整数 ,a bの値を求めよ。 

   

 

  



数学るるる②８ 指数対数関数3 

② 標

 log ,log210 5 a 6 b とするとき， log .4 0 12の値を ,a b を用いて表せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 標

 次の不等式を解け。ただし， ,a 00 a とする。 

 log log 2a a

1
x a 5x a

2
 

 

 

  



数学るるる②８ 指数対数関数4 

② 標

 不等式 log logx yy 2 x 3を満たす点 ,x y が存在する範囲を図示せよ。 

 

  



数学るるる②８ 指数対数関数5 

② 発  

 次の数の大小関係を調べよ。 

 ,log ,log , ,log
log

1
2

5 3
7

2 1
3 2 6

3 27
  

 

 

 

 

 

 

 

 


	2024｜数学るるる②１｜数２の微分積分
	2024｜数学るるる②２｜図形と方程式
	2024｜数学るるる②３｜三角関数
	(j42-1) ○

	2024｜数学るるる②４｜平面ベクトル
	2024｜数学るるる②５｜数列漸化式
	2024｜数学るるる②６｜空間ベクトル
	2024｜数学るるる②７｜数列の応用
	2024｜数学るるる②８｜指数対数



